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はじめに

当院透析室では､透析導入初期にパンフレッ

トを使用し､シャント管理指導を行っている｡

しかし､指導を行っているにも関わらず､シャ

ント音を聞いていない患者がいた｡また､看護

師問でも指導の内容は統一がなく､樹現してき

た患者(6名)には再指導が行われていなかった｡

そこで､患者のシャント管理状況を知り､指

導統一の目的で新しいパンフレットを作成し､

シャント管理に重点をおき再指導を行ったので

報告する｡

1月的

① シャントの自己管理の実際を知る｡

② 看護師間での指導方法の統一｡

③ シャント管理の再指導,

*用語の定義

パンフレットによる指導前を指導前とする｡

パンフレットによる指導後を指導後とする｡

2.研究方法

(》 研究対象 :透析患者26名

平均年齢64歳 (うち家族管理5名)

透析移行期～維持期 (導入後1年未満)5名

(指導あり3名 指導なし2名)

透析維持期 (1年以上)21名

(指導あり14名 指導なし7名)

② データ収集の場所及び期間

外来 透析室

平成14年 11月25日～平成15年1月6日

③ データ収集及び指導

1)シャント管理状況の聞き取り調査

第 1回目

2)シャント管理の新しいパンフレット作

成

3) 看護師間の指導を統一

4) 2)を使い指導

5) シャント管理状況の聞き取り調査

第2回目 (指導1週間後)

関取貴子 長野市民痢堤 透析重

〒381･∝俳 長野市宙竹133311 026･295･1199

3.結果

① シャント昔の確認 (図1､2参照)

･導入1年未満 (指導あり)の患者

指導前後に関わらず､100%が毎日確認で

きている｡

･導入 1年未満 (指導なし)の患者

50%が全く確認できていない｡指導後､毎

日確認するが､100%に上昇した｡

･導入 1年以上 (指導あり)の患者

毎日確認できるが 50%から､指導後 64%

になり若干の上昇がみられた｡確認しない

が､29%から7%に減少した｡

･導入1年以上 (指導なし)の患者

毎日確認できるが 43%の人から､指導後

71%になった｡確認しないが0%になった｡

② 感染 (図3参照)

･指導ありの導入 1年未満は 67%､導入 1

年以上は79%確認できていた｡指導後

1∝)%が確認できるようになった｡

･導入1年未満 ･導入1年以上の指導なしで

は､確路できているのが､50%以下だった｡

指導後導入1年未満は100%になった｡導

入1年以上は80%にとどまってしまった｡

(卦 日常生活

･導入 1年未満､1年以上､指導あり､なし

にかかわらずほぼ全患者ができており､指

導後 100%の人が注意をはらえるようにな

った｡
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4.考察

自己療養についての安定の方法を大坪1)は､

｢医療指示を守り､自分の生活調整をしていく｣

とある｡当院では導入前から医師より､シャン

ト造設予定の腕では､採血をしない等の説明を

受けている事から､日常生活のシャント管理は､

ほ放生患者が注意していたと考えられる｡

シャント音の確認は､導入 1年未満で指導あ

りの患者は､指導前より全患者が毎日確認でき

ているが､指導のない患者は50%であった｡し

かし､指導後全患者が確認できるようになった｡

伊野2)は､｢透析導入後3ケ月から12ケ月以降

は透析を受容し､新しい自己枕念が形成され､

自己管理に必要な正確な知識や経験を習得する

時期である｣と述べていることから､導入初期

の指導は重要であると考える｡しかし､導入 1

年以上経ってしまうと指導の有無に関わらず､

指導後も毎日確認できるのが､64%､71%にと

どまってしまった｡｢俺は､シャントの音なんか

聞かなくても大丈夫｡それで今までやってき

た｡｣と､指導を聞き入れてもらえない患者もい

た｡長期の透析経験からトラブルが無い為､基

本的なシャント管理ができていない｡

また､再度指導しても受容できない1のは､1度

身に付いてしまった生活習慣は､なかなか変え

られない事の現われかもしれない｡看護師間で

も､長期透析患者や他院導入患者は､すでに指

導がなされているだろうとの思い込みから､シ

ャント管理指導が行き届いていなかったと思わ

れる｡

-122-

感染の確認においては､導入1年以上の指導

なしの患者が､80%にとどまってしまったのは､

今回の調査では原因が明らかにならなかった｡

しかし､その他の患者が指導後確認できるよう

になったことから､指導の統一一性も重要である

と再認識した｡

今回の調査が1週間と短期間であった為､患

者自身も改善しようにも無理があったのかもし

れない｡しかし今後もシャント管理をしていく

上で導入期に指導するだけでなく､患者との関

わりの中でシャント管理の必要性を継続して指

導することが大切である｡

5.おわりに

今回シャント管理に五島をおいて再指導した

ことで､あらためてシャントの重要性を知るこ

とができた｡

また､パンフレット作製により､スタッフ間の

指導統一もできた｡今後は､長期透析患者に対

する再指導の 検討が必要である｡
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